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出
島
と
長
崎
貿
易

１
　
は
じ
め
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が

日
本
を
知
っ
た
の
は
、

マ
ル
コ
・ポ
ー
ロ
『東

方
見
聞
録
』
あ
た
り

か
ら
で
す
が
、
実
際
の
来
日
は
、
１
５
４

３
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
漂
着
が

最
初
で
す
。
こ
の
頃
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
で
勢
力

を
も
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン

２
国
は
貿
易
活
動
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教

を

一
体
に
進
め
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
で
し

た
。
こ
の
２
国
は
ト
リ
デ
シ
ャ
リ
ス
条

約

・
サ
ラ
ゴ
サ
条
約
と
い
う
世
界
の
２
分

割
を
策
し
、
そ
の
境
界
が
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

本
列
島
の
ま
ん
中
を
走

っ
て
い
ま
し
た

（デ

マ
ル
カ
シ
オ
ン
）
。
西
日
本
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
東
日
本
は
ス
ペ
イ
ン
の
勢
力
圏

と
さ
れ
、
事
実
西
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

接
触
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
地
は
、
よ
り
貿
易

し
や
す
い
条
件
を
求
め
て
、
島
津
氏
の
薩

摩
か
ら
松
浦
氏
の
平
戸
へ
、
そ
し
て
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
大
村
氏
の
横
瀬
浦

。
福
田

・

長
崎

へ
と
移
動
し
ま
し
た
。

天
正
８

（１
５
８
０
）
年
に
弱
小
の
大

村
氏
は
長
崎
の
安
泰
と
自
ら
の
避
難
地
、

収
入
の
確
保
な
ど
を
理
由
に
長
崎
を
イ
エ

ズ
ス
会
に
寄
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
長
崎
の
土
地
所
有
権

・
支

配
権

・
行
政
権

。
停
泊
税
を
イ
エ
ズ
ス
会

赤
　
瀬

浩

に
与
え
、
大
村
氏
自
身
は
貿
易
関
税
の
み

収
納
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
こ
で

教
会
領
長
崎
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
。
長

崎
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
者
で
な
け
れ
ば
住

民
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
長
崎
支

配
の
確
立

。
長
崎
の

「キ
リ
シ
タ
ン
」
化

が
進
み
ま
し
た
。

２
　
朱
印
船
貿
易
と
鎖
国

慶
長
５

（１
６
０
０
）
年
は
、
関
が
原

の
合
戦
と
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ

（エ
ラ

ス
ム
ス
）
号
の
豊
後
漂
着
と
い
う
画
期
の

年
で
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

。
イ
ギ
リ
ス
の
二

国
は
、
貿
易
活
動
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教

を
別
々
に
行
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
国
で
、

日
本
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
貿
易
活
動
の

み
を
目
的
と
す
る
商
人
集
団
で
し
た
。

当
初
、
家
康
は
貿
易
に
積
極
的
な
姿
勢

を
見
せ
、
日
本
人
町
と
そ
れ
を
日
本

へ
と

つ
な
ぐ
朱
印
船
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
護

し
ま
し
た
。
朱
印
船
は
、
乗
組
員
、
商
人
、

荷
役
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持

っ
た
総

合
商
社
と
し
て
の
機
能
を
求
め
ら
れ
、
長

崎
は
町
を
あ
げ
て
貿
易
商
社
化
し
て
い
き

ま
し
た
。

家
康
の
死
後
、
徳
川
幕
府
は
鎖
国
に
向

か
い
ま
す
。

「鎖
国
」
の
主
要
な
要
因
は
や

は
リ
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
朱
印
船
貿
易
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
南
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